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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも紫外線の発光素子からの紙幣への透過光の受光素子を有する識別部を備え、
その識別部には金種ごとのデ－タ切り替えスイッチを設けてあり、対象となる紙幣の金種
ごとに挿入幅の調整が可能とされている紙幣の真贋識別装置において、通過後の紙幣を受
けるトレ－の基端を本体に枢支し、不使用時にはそのトレ－を本体上面に被せカバ－とし
て回動させ、コンパクト化させることを可能としていることを特徴とする紙幣の真贋識別
装置。
【請求項２】
　アッパ－ガイドの上方に紫外線発光体と受光素子とを配設し、紙幣の発光部からの発光
を受光する紙幣の真贋識別装置にあって、アッパ－ガイドの透孔で紫外線の照射範囲を絞
るとともにロアガイドの下方から近赤外線発光素子からの光を同時に照射透光させ、前記
受光素子としてのカラ－センサ－に受光させてその複合デ－タを比較することを特徴とす
る紙幣の真贋識別装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は紙幣の真贋識別方法及びその装置に関し、特に近年普及している精巧なカラ－コ
ピ－やパ－ソナルコンピュ－タに接続されるカラ－スキャナ－等を使用した贋紙幣をチェ
ックするのに効を奏する紙幣の真贋識別方法及びその装置に関する。
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【０００２】
【発明の背景】
従来より、紙幣の真贋識別は紙幣に存在する磁気のチェック、透かし、エンボスあるいは
画像認識等々多くの対象に対し、チェックをすることで行なわれてきた。しかし、これら
の識別方法は簡単な細工を施すことでチェック機能をパスしてしまうことも多く、特に、
近年の高度な技術により開発されているカラ－複写機やカラ－スキャナ－等を用いた画像
処理による贋紙幣はデ－タ的にも真正なものに近くなり、正確な識別を完全に行なうこと
は難しいものとなっている。
【０００３】
【発明の目的】
そこで、本発明は上記した従来の実情、問題点に着目してなされたもので、かかる問題点
を解消してカラ－コピ－やカラ－スキャナ－を使用した贋紙幣であっても、その真正な紙
幣との紙質の相違を明確にチェックして完璧に真贋を識別することができることとした新
規な紙幣の真贋識別方法及びその装置を提供することを目的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この目的を達成するために、本発明に係る紙幣の真贋識別方法は走行する紙幣に対して発
光素子から光を照射し、その照射後の光に載せられたデ－タを予め用意された真正のデ－
タと比較することで当該紙幣の真贋を識別する紙幣の真贋識別方法において、前記した発
光素子には少なくとも紫外線の発光素子を有し、その紫外線を紙幣に透過させ、その透過
された紫外線におけるデ－タを真正のデ－タと比較することを特徴とし、前記した透過光
のデ－タは蛍光、顔料等のコ－ティング材を含め、色彩に着目するものであることを特徴
とし、前記した発光素子は他に赤色発光素子、近赤外線の発光素子も備えていることを特
徴とし、前記した透過光の受光素子による受光量を紙幣の位置で積分して面積を求め、こ
の面積が一定値以上の場合、普通紙を用いた贋紙幣と判定することを特徴としている。
【０００５】
また、本発明に係る紙幣の真贋識別装置は少なくとも紫外線の発光素子からの紙幣への透
過光の受光素子を有する識別部を備え、その識別部には金種ごとのデ－タ切り替えスイッ
チを設けてあることを特徴とし、対象となる紙幣の金種ごとに挿入幅の調整が可能とされ
ていることを特徴とし、通過後の紙幣を受けるトレ－の基端を本体に枢支し、不使用時に
はそのトレ－を本体上面に被せカバ－として回動させ、コンパクト化させることを可能と
していることを特徴としている。
【０００６】
さらに、本発明に係る紙幣の真贋識別装置はロアガイドに紫外線発光体を設けるとともに
赤色発光素子と近赤外線発光素子を設け、アッパ－ガイドには複数個の紫外線受光素子と
近赤外線用の受光素子及び色彩識別センサ－を設けてあることを特徴とし、ロアガイドに
赤色発光素子と近赤外線素子とを平列もしくは縦列に設け、アッパ－ガイドに紫外線発光
体及びその受光素子を複数個設けるとともに近赤外線用の受光素子を設けてあることを特
徴とし、前記アッパ－ガイドは前記ロアガイドに対し枢動することを特徴とし、紫外線発
光素子と受光素子はアッパ－ガイドの内面に形成された凹部の壁面に備えられ、走行する
紙幣への反射光を受けるものとし、各素子間には下向き山形の遮光部が形成されているこ
とを特徴とし、アッパ－ガイドの上方に紫外線発光体と受光素子とを配設し、紙幣の発光
部からの発光を受光する紙幣識別装置にあって、アッパ－ガイドの透孔で紫外線の照射範
囲を絞るとともにロアガイドの下方から近赤外線発光素子からの光を同時に照射透光させ
、前記受光素子としてのカラ－センサ－に受光させてその複合デ－タを比較することを特
徴とし、紫外線発光体として冷陰極管を使用することを特徴とし、全体を紙幣幅を確保し
たコンパクトなものとし、各紙幣の種ごとにセンサ－を対応させることが可能な携帯チェ
ッカ－としてあることを特徴とし、紙幣の種は金種のほか、通貨単位として切り換えを可
能としてあることを特徴としている。
【０００７】
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【作用】
上記した構成としたことにより、紙幣の表面にあるコ－ティング材も含め、透過する紫外
線は紙幣の紙の微細な目を通過することで、その紙質を明確に区別することとなり、独特
な透過時の発光色も得られ、目視的にも識別が可能となるもので、特にカラ－コピ－やカ
ラ－スキャナ－等を用いた贋札を完璧にチェックできるものとなっている。また、係る機
能を有する識別部を搭載した識別装置は銀行や商店等において用いられるチェッカ－とし
ても有効となり、上記した構成とすることでコンパクトなものとなり、複数種の紙幣にも
対応することができるものとなっている。
【０００８】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の好ましい実施の形態を図面を参照して説明する。図１は本発明を実施した
紙幣の真贋識別方法の実施状態を示す平面図、図２は同じく図１中のＡ－Ａ線に沿った端
面図、図３は同じく受光量を紙幣の位置で積分して求められる面積の図、図４は同じく識
別装置を示す平面図、図５は同じく側面図、図６は同じく正面図、図７は同じく斜視図、
図８は第二の実施例を示す正面図、図９は同じく平面図、図１０は第三の実施例を示す正
面図、図１１は同じく平面図、図１２は同じく光素子の取付構造を示す断面図、図１３は
第四の実施例を示す断面図、図１４は同じく平面図、図１５は携帯用チェッカ－とした場
合の斜視図である。
【０００９】
これらの図にあって１は紫外線の発光素子、特に３７０ｎｍ程度の波長を有する紫外線の
発光素子を示している。この紫外線の発光素子１は紙幣Ｂがロ－ラやベルト等の搬送要素
によって走行させられるロアガイドあるいはアッパ－ガイドに赤外線の発光素子と並設さ
れ、そして近赤外線の発光素子とともに取り付けられている。
【００１０】
そして、ロアガイド側に前記した発光素子１等が取り付けられている場合には対向するア
ッパ－ガイド側に各々の発光素子１等に対応する受光素子５が備えられ、紙幣Ｂはこの発
光素子１等と受光素子５の間を走行することとなり、紙幣Ｂの一定幅内の特定部位がスキ
ャニングされることとなり、そのスキャニングは発光素子１等からの照射光が紙幣Ｂを透
過して受光素子５により受光されることとなる。
【００１１】
即ち、発光素子１等からの照射光は紙幣Ｂの紙の目は当然のこととして、コ－ティング材
も含めた着目層を通過することとなり、その通過した光は独自の発光色を有することとな
る。その通過後の発光色が紫外線を用いた場合、真正紙幣の場合、青色として表われ、贋
紙幣と比較した場合、得られる波長、波形のデ－タとして顕著な差となって表出する。こ
こに、赤外線、近赤外線によるデ－タも加味し、通過後の光の色成分をチェックし、コン
トロ－ルを行なうことで正規な紙幣Ｂにおける透かし部分のデ－タも比較することができ
ることとなる。
【００１２】
また、受光素子５による受光量は紙幣Ｂの走行に伴って図３として示すように変化し、こ
のデ－タから、受光量を紙幣Ｂの位置で積分することにより面積ａを求める。この面積ａ
が一定値以上、特に飽和値以上である場合には紙幣Ｂは普通紙を用いた贋紙幣であると判
断することになる。
【００１３】
また、特に図示していないが、発光素子１等については可視光線等の吸収をするフィルタ
－や一定のレベル値以外の紫外線等をカットするフィルタ－が付設され、精度を確保でき
るように図られる。
【００１４】
そして、図４乃至図７に示すのは上記した機能を有する識別部７を搭載したチェッカ－を
示しており、このチェッカ－は銀行等の金融機関や店舗等にあって使用されるものである
。なお、前記した識別機能を有する識別装置を自動販売機や両替機等々に設けることがで
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きることは勿論である。
【００１５】
このチェッカ－における識別部７は格別に中国における紙幣１００元、５００元用を想定
しており、その対象によりチェック機能を切り替えることができるスライド式の切り替え
スイッチ８が設けられ、各紙幣ごとに真正であるか、贋物であるかを表示するＹＥＳ、Ｎ
Ｏのパイロットランプ９・９、１０・１０が設けられている。
【００１６】
この識別部７は本体１１上にセットされており、この本体１１と共に両サイドに設けられ
た枠板１２・１２に挟持されたものとなっている。また、この識別部７はその両サイドを
枠板１２・１２に穿設された長孔１３に対してピン１４により枢支されており、万一ジャ
ムやメンテナンスの必要性等が生じた場合、枢動して持ち上げ開放することができるよう
になっている。
【００１７】
さらに、識別部７の前面下方には先端を上方へ向けて湾曲させた紙幣Ｂの挿入ガイド片２
１が備えられている。即ち、紙幣Ｂは本体１１の上面に当てがわれて、このガイド片２１
の下方へと送り込まれるものとなっている。
【００１８】
さらに、このガイド片２１の前方における本体１１上には対象となる紙幣Ｂの幅に合わせ
てガイドする幅調整部材２２・２２が設けられ、この幅調整部材２２・２２の稼動は本体
１１の前面に取り付けられたダイヤル１５を回転することにより行なわれる。
【００１９】
また、前記した枠板１２・１２の後端下方には挿入され、排出された紙幣Ｂを受けるトレ
イ１６が備えられている。このトレイ１６は先端を直角に立ち上げてストッパ壁１７とし
ており、さらに紙幣Ｂを指先で挟んで取り出し易いように切り欠き部１８が形成されたも
のとなっている。
【００２０】
このトレイ１６の基端は連結部材１９・１９（あるいは折り上げ加工で可）によって枠板
１２・１２にピン２０により枢支され、不使用時にはこのピン２０を軸として回動させ全
体のカバ－として折り返し、コンパクトに収用してしまうことができる。
【００２１】
また、第二の実施例を示す図８、図９にあって２３はロアガイドを示しており、このロア
ガイド２３は両側縁に立ち上がり壁２３ａ・２３ａが一体に形成されている。２４はこの
ロアガイド２３の立ち上がり壁２３ａ・２３ａ間にあって枢動自在とされたアッパ－ガイ
ドであり、紙幣の挿入路２６が形成されている。
【００２２】
前記したロアガイド２３中には紫外線発光体としての冷陰極管２５が固設されており、ロ
アガイド２３の上面にはこの冷陰極管２５を通す窓孔２７・２７‥が横長状のものとして
、本実施例の場合三箇所に形成されている。アッパ－ガイド２４側にはこの冷陰極管２５
からの紫外線を紙幣を透過して受ける紫外線の受光素子２８・２８‥が前記窓孔２７・２
７‥と対応して設けられている。
【００２３】
前記したロアガイド２３には、前記した窓孔２７・２７‥の間位置に赤色発光素子２９と
近赤外線発光素子３０が設けられており、この各発光素子２９・３０からの光を紙幣を透
過させて受ける近赤外線用受光素子３１・３１がアッパ－ガイド２４に設けられている。
即ち、赤色発光素子２９からの光も近赤外線用受光素子３１によって受光するものとして
いる。
【００２４】
さらに、アッパ－ガイド２４には上記した受光素子２８・３１に加えて、赤、緑、青のカ
ラ－を識別するカラ－センサ－３２・３２も設けられており、それらを混成したデ－タに
よって真贋をチェックする。カラ－センサ－３２は単色用でもフルカラ－用のものでもよ
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い。また、図中３３・３３はロアガイド２３に取り付けられた紙幣ロ－ディング用モ－タ
の起動センサを示しており、３４・３４はアッパ－ガイド２４に形成されたその起動セン
サ－３３・３３からの光の透孔である。
【００２５】
また、図１０乃至図１２として示す第三の実施例にあってはアッパ－ガイド２４に紫外線
の発光素子としての冷陰極管２５が設けられている。この冷陰極管２５はアッパ－ガイド
２４の下面に形成された凹所３５の一方の壁面に固設され、その対向壁面に受光素子２８
・２８‥が取り付けられている。そして、この冷陰極管２５と受光素子２８・２８‥との
間には逆山形をした遮光部３６が形成されている。
【００２６】
この場合、冷陰極管２５からの紫外線は走行する紙幣Ｂに照射され、部分的な蛍光部ｂに
反射して受光素子２８へ入力されることとなり、遮光部３６によって他の紫外線の入力は
ないものとされている。その他の構成は第二の実施例と同一符号を付すことにより説明を
省略する。
【００２７】
さらに、図１３、図１４として示す第四の実施例にあってはアッパ－ガイド２４の上方に
紫外線の発光素子としての冷陰極管２５及びカラ－センサ－３２を並設してある。冷陰極
管２５からの紫外線はアッパ－ガイド２４に形成された透孔によって絞られて走行する紙
幣Ｂに照射され紙幣Ｂの蛍光部分を発光させるようになっている。
【００２８】
前記した紫外線の照射範囲と適合するロアガイド２３の位置には透孔２３ｂが穿設され、
その透光２３ｂと対応させてロアガイド２３の下方に近赤外線発光素子３０が設けられて
いる。この近赤外線発光素子３０からの発光は走行する紙幣Ｂを透過する。つまり、この
紙幣Ｂ、特に蛍光部分を透過した近赤外線は前記した紫外線による蛍光発光と複合してカ
ラ－センサ－３２に受光され、この複合デ－タによって紙幣Ｂの真贋を識別するものとし
ている。なお、このカラ－センサ－３２による受光は仕切り３７によって絞り込まれるよ
うになっている。
【００２９】
上記した種々の紙幣真贋識別装置は図１５として示す携帯用のチェッカ－３８として応用
実施することができる。この図１５に示すチェッカ－３８は中国の新旧紙幣のチェック用
として構成された例であるが、他の国の紙幣への応用、あるいは切り替えスイッチを設け
て複数国の紙幣への対応を行なうことができるようにすることもできる。
【００３０】
このチェッカ－３８はポケットやバッグ内に収容して携行できるものとなっており、オリ
ンピックや万国博覧会等の国際的なビッグイベントにあって多国籍の外国人が流入するた
めのトラブルを防止することができる。上面にオンオフスイッチ３９のほか金種別の選択
スイッチ４０・４０‥が設けられ、真札は後方へ抜け、贋札は前方へ戻されるようになっ
ている。紙幣の搬路２６の前方には紙幣の端部の受プレ－ト４１が形成され、その受プレ
－ト４１の両サイドには目的とする紙幣の幅に合わせてガイドするガイド４２・４２及び
４３・４３が設けられ、幅広紙幣の場合、ガイド４３・４３は上方へ枢動されて位置を開
けることができるようになっている。
【００３１】
【発明の効果】
本発明に係る紙幣の真贋識別方法及びその装置は上述のように構成されている。そのため
、カラ－コピ－やカラ－スキャナ－を用いた贋紙幣も完璧にチェックすることができ、特
に中国紙幣にその効果は顕著となるが、勿論、他の国の紙幣にあっても対応する。そして
、識別機も非常に扱い易く、またコンパクトなものとでき、精度の高いものとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施した紙幣の真贋識別方法の実施状態を示す平面図である。
【図２】図１中のＡ－Ａ線に沿った端面図である。
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【図３】受光量を紙幣の位置で積分して求められる面積の図である。
【図４】識別装置を示す平面図である。
【図５】側面図である。
【図６】正面図である。
【図７】斜視図である。
【図８】第二の実施例を示す正面図である。
【図９】平面図である。
【図１０】第三の実施例を示す正面図である。
【図１１】平面図である。
【図１２】光素子の取付構造を示す断面図である。
【図１３】第四の実施例を示す断面図である。
【図１４】平面図である。
【図１５】携帯用チェッカ－とした場合の斜視図である。
【符号の説明】
１　紫外線の発光素子
５　受光素子
７　識別部
８　切り替えスイッチ
９　パイロットランプ
１０　パイロットランプ
１１　本体
１２　枠板
１３　長孔
１４　ピン
１５　ダイヤル
１６　トレイ
１７　ストッパ壁
１８　切り欠き部
１９　連結部材
２０　ピン
２１　ガイド片
２２　幅調整部材
２３　ロアガイド
２３ａ　立ち上がり壁
２３ｂ　透孔
２４　アッパ－ガイド
２５　冷陰極管
２６　挿入路
２７　窓孔
２８　受光素子
２９　赤色発光素子
３０　近赤外線発光素子
３１　近赤外線用受光素子
３２　カラ－センサ－
３３　起動センサ－
３４　透孔
３５　凹所
３６　遮光部
３７　仕切り
３８　チェッカ－
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３９　オンオフスイッチ
４０　選択スイッチ
４１　受プレ－ト
４２　ガイド
４３　ガイド
Ｂ　紙幣
ａ　面積

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(9) JP 4112266 B2 2008.7.2
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